
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．第 37 回宮城県ＪＡ大会開催。震災からの早期復興とＴＰＰ阻止を特別決議 

  ＪＡグループ宮城は 11 月 19 日、

仙台市の仙台国際センターで第 37

回ＪＡ宮城県大会を開きました。約

１２００人が参加。東日本大震災か

らの早期復興を最優先課題とし、「持

続可能な地域農業と、豊かで安心な

地域社会の実現、ＪＡ経営の再構築」

に取り組むことを決議しました。 

震災からの早期復興と、環太平洋

連携協定（ＴＰＰ）断固阻止に向け、

運動をさらに強化する特別決議を採

択。原発事故の被災県として、安全

が確認できない原子力発電所の再稼動反対と早期の脱原発を目指すことも確認しました。大会で

は第 6回オリザ賞の受賞３団体を表彰。長野県諏訪中央病院名誉院長の鎌田實氏が「農・食・命

を大事にする国であるために」と題して記念講演しました。 

 

２．地元選出国会議員にＴＰＰ阻止と震災復興対策を要請 

  ＪＡ宮城中央会と宮城県農協政治連盟は 11月 15日、ＪＡ組合長、県農協青年連盟・ＪＡみや 

ぎ女性組織協議会の代表など約 30人が参加し、東京都内で「ＴＰＰ交渉参加断固阻止・震災復 

興対策宮城県ＪＡ代表者要請集会」を開きました。出席した、橋本清仁、石山敬貴（以上民主党）、 

秋葉賢也、小野寺五典、高階恵美子（以上自民党）、井上義久（公明党）、斎藤やすのり（国民の 

生活が第一）の７議員に、さらなる尽力を要請しました。 
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３．原発事故損害賠償対策宮城県協議会が東京電力に第 15 次請求 

  ＪＡグループ東京電力原発事故農畜産物損害賠償対策宮城県協議会は 11月 22日の第 16回総 

会で、東電への第 15次請求を 12 億 8509 万 2899円とすることを決め、11月 30日に請求しまし 

た。東電からは、第４次から第６次の肉牛銘柄加算等相当額が 11月 27日に、肉牛の本払い第６ 

 次から第８次請求分と第 14次請求の仮払い分が 11月 30日に入金。肉牛の本払い第９次から第 

13次請求分は 12月中旬に振り込むとの、連絡がきていることが報告されました。 

    

４．北海道のＪＡ北いしかりから義援金 

  北海道のＪＡ北いしかりの役員ら 18人が 11月９日、視察研修で仙台市を訪れ、ＪＡ宮城中央 

 会に義援金を贈りました。ＪＡ北いしかり管内の当別町は、宮城県岩出山の領主だった伊達邦直

が開拓した縁で、岩出山町（現・大崎市）と姉妹都市になっています。同ＪＡの佐藤彰組合長は 

「岩出山は本家。宮城の農業者の方々の一日も早い復興を願っています」と、語りました。同ＪＡ

役員協議会からも、地場産小麦で作ったカレーパンの売上金を義援金としていただきました。 

 

５．高知県の JＡとさかみが JＡみやぎ亘理を視察 

高知県のＪＡとさかみの大岸正明専務ら 6人が 11月 22日、視察研修のためＪＡみやぎ亘理を

訪れました。ＪＡとさかみでは、近い将来の南海トラフ巨大地震に備えて、営農販売に関して独

自のＢＣＰ（事業継続計画）を作成することにしています。 

この日は、ＪＡみやぎ亘理の村山裕一専務らが、東日本大震災時の初動対応を中心に説明し、 

 その後、イチゴ団地復興に向けた話し合いを行いました。 

 

６．おもてなし大収穫感謝祭で農畜産物の安全・安心をＰＲ 

  仙台市中心部９商店街とＪＡグループ宮城「県産県消」推進               

協議会などは 11 月 23 日、仙台市中心部の商店街などで「おも

てなし大収穫感謝祭」を開きました。県産農畜産物を販売した

他、仙台牛鍋、宮城野豚みのり鍋など合わせて約 1500食を振る

舞い、消費者に地元産のおいしさと安全・安心をＰＲしました。 

 ＪＡグループ宮城のブースでは、米粉カステラを試食してもら 

 い、米粉を使ったレシピを紹介。国際協同組合年ブースではパネル展示やクイズラリーで、協同 

組合の意義や役割などを紹介しました。 

 

７．担い手営農復興支援フェスタ２０１２開催 

  ＪＡグループ宮城は 11月 23･24日、仙台市宮城野 

 区の夢メッセみやぎで「担い手営農復興支援フェスタ 

2012in宮城」を開きました。トラクターやコンバイ 

ンなど各メーカーの最新農業機械がずらりと並びま 

した。営農情報コーナーでは、東日本大震災の被害水 

田での生育経過や収量などを写真やグラフで展示。太 

陽光発電システムの紹介コーナーも設けられました。 

チャリティーオークションも行われ、売上金は被災地 

に贈られます。  

                                                        

以 上 


